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「令和 8（２０２６）年度通常総会開催にあたって」

公益社団法人　茨城県看護協会　会長　中島　貞子

令和８年度通常総会の開催にあたり一言ご挨拶を申し上げます。

会員の皆様には、日頃から本会の事業及び運営につきまして、ご支援とご協力を賜わり感謝申し

上げます。

日本看護協会は昨年6月に「看護の将来ビジョン２０４０～いのち・暮らし・尊厳をまもり支え

る看護～」を公表いたしました。2040年には社会が大きな転換期を迎えるとされておりますが、看

護職は人々の生涯にわたり、どのような健康状態にあってもその人らしく生きることを支えるとい

う、看護の本質的な使命は変わらないと表明されております。そして何より看護職一人ひとりが健

康で安全に、そして充実感をもって働くための「ウェルビーイングの重要性」を打ち出しております。

茨城県看護協会におきましても、看護職の皆さまが、ウェルビーイングの状態を向上し、安心し

て働き続けられる環境づくりを推進するとともに、看護職を目指す人材が一人でも増えていくよう

本会事業を着実に進めてまいります。

以上を踏まえ、令和8年度の重点事業は、

　１．看護職のウエルビーイングの推進

　２．地域における持続可能な看護提供体制の強化

　３．専門職としてのキャリア継続の支援と生涯学習の推進

　４．組織基盤の強化

の4点を掲げております。

県、市町村、他職種、多団体、四師会との更なる連携を強化しながら時代の要請にしっかり応え

て参りたいと思います。また、同時に本会事業運営の根幹をなす会員の増加にも努め、一人ひとり

の力を結集し、組織基盤の強化を図ってまいる所存でございます。

結びになりますが、今総会が実り多いものになりますよう、会員の皆様の忌憚のないご意見とご

提案を期待いたします。
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提　出　議　題
第一号議案　令和8年度茨城県看護協会　名誉会員の推薦（案）について

●江幡　惠子　（75 歳）

（推薦理由）

昭和 47 年 4 月から平成 23 年 3 月までの 39 年間、総合病院土浦協同病院に入職し、看護師として勤務さ

れるとともに、看護部長として病院運営および看護管理に尽力された。

その後、平成 23 年 11 月よりＪＡ茨城県厚生連人事教育課に配属され、厚生連における人事および教育担

当として組織の人材育成に携わった。

退職後も平成 29 年 4 月から茨城県ナースセンター長として、県内看護職の資質向上および職場環境の改

善に積極的に取り組み、看護職の確保・定着の推進に尽力するなど、本協会事業の発展に大きく貢献された。

（茨城県看護協会における功績）

平成 8年～平成 12 年（5年間） 土浦地区委員を務めた。

平成 9年～平成 10 年（2年間） 広報委員を務めた。

平成 16 年～平成 21 年（6年間） 県南地区理事を務めた。

平成 22 年～平成 25 年（4年間） 看護師職能理事を務めた。

平成 17 年、平成 19 年、
平成 23 年～平成 26 年（6年間）

看護の祭典実行委員を務めた。

平成 29 年～令和 2年（4年間） 茨城県ナースセンター長を務めた。

　以上より、長年にわたる看護教育や看護協会活動に寄与された功績は大きく、茨城県看護協会名誉会員と

して、相応しいと考えられることから、推薦する。

（主な表彰歴）

・日本看護協会長賞（平成 21 年度）

－ 7－



 
 

 
 
 

提　出　議　題

－ 8－



－ 9－



－ 10－



－ 11－



－ 12－



－ 13－



－ 14－



－ 15－



－ 16－



－ 17－



－ 18－



－ 19－



－ 20－



－ 21－



当協会の決算書は、新公益法人制度に準拠した公益法人会計基準に基づき、「公益目的事業会計」、「収益
事業等会計」、「法人会計」の 3 つの会計区分となっています。

公益法人に作成が求められている資料は、「貸借対照表」、「正味財産増減計算書」、「財産目録」の 3 つとなっ
ています。
　
また、正味財産増減計算書は、事業活動を示す一般正味財産増減の部及び使途制約のある資金の状況を示

す指定正味財産増減の部に分け、更に一般正味財産の部を経常増減の部及び経常外減の部に区分することと
されています。

さらに、公益法人は、「収支相償」、「公益目的事業比率」、「遊休財産」の 3 つの財務基準をすべて満たす
ことが求められています。
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令和 7 年度の正味財産増減計算書の経常収支について、ご説明いたします。

令和 7 年度の経常収益計は、545,784,862 円で令和 6 年度と比較した場合、34,949,176 円の減となってお
ります。

経常費用につきましては、568,949,381 円で令和 6 年度と比較した場合、28,076,700 円の減となっており
ます。

令和 7 年度の収支増減は、23,164,519 円の減となりました。
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経常収益の科目別決算額について、ご説明いたします。

受取入会金は、令和 7 年度新規入会者が 773 名で令和 6 年度より 120 名減少し、9,276,000 円となり、令
和 6 年度と比較し、1,440,000 円の減となります。

受取会費は、令和 7 年度より、看護職が会員となる「正会員」と看護職以外の団体・個人が会員となる「賛
助会員」を合わせた収益となります。
令和 7 年度の正会員数は 15,463 名で令和 6 年度より 194 名減少し、77,315,000 円、賛助会員は企業・団

体 25 団体、個人 6 名で 491,000 円となっております。
トータルで令和 6 年度より 923,000 円の減となります。

事業収益は、427,370,561 円で令和 6 年度より 33,227,969 円の減となっております。
内訳を見ますと、
　①茨城県委託事業収益は、いばらきがん患者ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄ事業委託費の減（ウイッグ等助成金部分）に伴い、
　　113,376,279 円となり、令和 6 年度よ 19,548,118 円の減
　②受講料は、受講者減に伴い、32,697,400 円となり、令和 6 年度より 5,525,400 円の減
　③医療保険・介護保険報酬等は、275,426,705 円となり、令和 6 年度より 8,170,467 円の減
　④日本看護協会委託収益は、会員登録事務委託の 5,670,197 円で、令和 6 年度より 15,906 円の増
　⑤水戸市委託収益は、いばらき県央地域連携中枢都市圏看護師等確保事業委託の 199,980 円
となります。

受取補助金等については、看護職員就業相談員派遣面接事業等の 4,447,880 円となっております。

受取寄付金は、愛の募金等 1,493,739 円となっております。

雑収益等は、事務室賃貸料等 15,788,122 円で、令和 6 年度より 889,669 円の減となっております。
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経常収益の会計区分別内訳について、ご説明いたします。
　
経常収益の会計区分別内訳は、教育研修、県委託事業及び訪問看護ステーション運営事業等の公益目的事

業会計が 517,197,501 円（94.8％）、 施設の貸与等の収益事業等会計が 16,634,362 円（3.0％）、総会や理事
会等当協会運営の法人会計が 11,952,999 千円（2.2％）で経常収益合計は、545,784,862 円となっています。

本会定款細則により入会金及び会費の合計額の 30％以上を公益目的事業に使用することとされています。
公益目的事業には、受取会費と受取入会金合計額の 87.1％、74,713,760 円を充当していることからこの基
準も満たしています。
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正味財産増減計算書の経常費用について、ご説明いたします。

令和 7 年度経常費用合計は、568,949,381 円となり、令和 6 年度決算額と比較して、28,076,700 円の減と
なっています。

会計区分別の内訳では、教育研修、県委託事業及び訪問看護ステーション運営事業等の公益目的事業会計
が 539,268,976 円、施設の貸与等の収益事業等会計が 12,480,212 円 、総会、理事会等当協会の運営に支出
した法人会計が 17,200,193 円となっています。令和 6年度に比べ、公益目的事業会計で、31,893,003 円の減、
収益事業等会計では 142,578 円の増、法人会計では 3,673,725 円の増となっております。　

主な増減の理由は、次のとおりです。

賞与の減額等に伴い、給料手当（5,387,853 円の減）が大幅に減となりました。

印刷製本費につきましても、紙媒体から電子媒体への移行も一部あり、また、本会役職員の節約の意識の
高まりもあって 3,893,689 円の減となりました。

今年度よりいばらきがん患者トータルサポート事業の委託費でがんウイッグ等助成金が県支払いとなった
ことから、支払負担金（20,801,397 円減）や支払手数料（1,154,421 円の減）が大幅減となりました。

一方で、理事会運営の電子化に伴い、iPad 導入初期費用等により（1,875,069 円の増）通信運搬費の増、
退職した常勤職員の補充を非常勤採用としたため臨時雇賃金が 3,848,518 円の増等、コスト増となった科目
もありました。
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公益法人としての認定を維持するためには「収支相償」「公益目的事業比率」「遊休財産の保有制限」のい
わゆる「財務 3 基準」を満たすことが求められます。　　　　

令和 7 年度決算の財務 3 基準の適合状況は次のとおりです。

　１　収支相償
　 　公益目的事業に係る収入が、その実施に要する費用を超えないことが条件となります。
　 　公益目的事業に係る総収入  517,197,501 円が、公益目的事業に要する費用　568,949,381 円を超え

ておりませんので、条件を満たしております。

　２　公益目的事業比率
　 　公益目的事業に要する費用の割合が、収益事業、法人の管理運営費用を加えた事業費全体の 50％以

上であることが条件となります。
　 　経常費用の総額の 597,026,081 円の中で、公益目的事業に要する費用 568,949,381 円が占める割合は、

95.3% であり、事業費全体の 50％以上であることから、条件を満たしております。

　３　遊休財産の保有制限
　 　使途の定まらない蓄積した財産（遊休財産）の額が公益目的事業に係る費用の 1 年分を超えないこと

が条件となります。
　 　本会の遊休財産額　約 207,000,000 円であり、公益目的事業に要する費用　568,949,381 円を超えて

おりませんので、条件を満たしております。
　　　                            
令和 7 年度決算においては、公益法人の財務 3 基準をすべて満たした決算となっています。
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重点事業：
１　専門職としてのキャリア継続の支援と生涯学習の推進
　1) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　2) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　3) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　
２　看護職の働き方改革の推進
　1) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　2) タスクシフト・タスク/シェアの推進
　3) 地域における看護職の就業及び復職支援

３　地域における看護提供体制の強化
　1) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　2) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍推進
　3) 産業領域におけるエビデンスに基づく保健師等の活躍促進に向けての取り組み

４　組織基盤の強化
　1) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　2) 会員の確保・定着 ( 入会率 50％以上の獲得 )
　3) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　看護職を取り巻く変化の一つに、地域包括ケアシステムの構築が進み、医療も「病院完結型」から「地域
完結型」へ移行している。看護の質の向上を目的とした看護職のキャリアに応じた継続教育に更に取り組ん
でいく必要がある。新たな社会のニーズに対応できる質の高い看護を提供していくためには、様々な場で勤
務する看護職のキャリアアップのための支援を強化する必要があることから、本会としては、質の高いジェ
ネラリストの看護師の育成を図っていく。看護の本質ともいえる「ケアリング」や「看護理論」の看護への
適応を目的とした質の高いジェネラリストの看護師を育成するプログラムを評価・修正し、職業キャリアを
成熟させる支援が重要である。
　また、特定行為に係る研修制度は 2015 年に開始したが、各施設で、その人材を活かしきれていない状況
がある。特定行為研修修了者が自身の能力を発揮し、自組織において役割を遂行できるように自組織の環境
を整え、特定行為研修終了後の継続学習の支援と知識・技術・態度のブラッシュアップのための支援を継続
して行う必要がある。
　認定看護管理者教育については、引き続き多様なヘルスケアニーズを持つ個人・家族・地域住民に対して、
質の高い組織的看護サービスを提供できるよう、認定看護管理者の育成に努める。また、看護管理者は課題
解決のため幅広い研修へのニーズに対応する認定看護管理者教育課程の教育内容を補完する多くの研修の企
画が必要である。
●実施内容
１) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア発達を促進する教育の充実
　⑴ 　教育研修によりあらゆる分野で活動する看護職の実践力の向上を図り、看護職のキャリア成熟（関心

性、自律性、計画性）や生涯学習（継続的専門能力支援）につながる支援をする。
２) 質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実
　⑴　ファースト・セカンド・サードレベル 3 教育課程の開催
　⑵　看護管理実践後のフォローアップ研修 
  ⑶ 　新たな認定看護管理者制度及び認定看護管理者に求められる能力に基づいた各課程のカリキュラムの

策定
３) 特定行為研修修了者のビジョンの明確化と活躍の推進
　⑴ 　特定行為研修修了者の働き方や役割、院内の体制整備に関する研修や研修修了者のスキルアップ研修

の開催（オンデマンド配信も実施）
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　人口構成の変化により労働力人口が減少する中、看護職として就労する者を一定程度確保する必要がある。
そのためには就労中の看護職及び定年後の看護職が働き続けられる職場の開拓支援や未就業中の潜在看護職
への復職支援さらに看護職を目指そうとする中高生への職業紹介等の周知活動に取り組む。
　また、医療機関においてタスク・シフト/シェアの動きが加速する中、看護職の業務負担が大きくならな
いような対策が求められており、その一つとしてかねてから看護補助者へのタスク・シフト/シェアに取り
組んできた。しかし、看護の現場は看護補助者不足のため、本来の看護業務と周辺業務（清掃、片付け等）
を担っている現状がある。今後は、看護職と看護補助者が協働して看護を提供できるような研修を実施し、
ハローワークとも協働して、一般の方に看護補助者の仕事について周知を進めていく。
●実施内容
１) 働き続けられる職場環境の実現に向けた支援
　⑴　健康で安全な職場（ヘルシーワークプレイス）推進の研修及び情報提供
　⑵　定着促進コーディネーターの活用推進
２) タスク・シフト/シェアの推進
　⑴　管理者等研修における看護職のタスク・シフト/シェア研修
　⑵　看護補助業務の周知
　　①ハローワークとの連携
　⑶　看護補助者研修
　　①日本看護協会からの JNA 収録研修（「看護補助体制充実加算」対応研修）
　　② 200 床以下の施設対象への「看護補助者の質の向上」研修
　　③看護補助者の体験講習会及びリーフレット配布（ハローワーク協働）
３) 地域における看護職の就業及び復職支援
　⑴　ナースセンター相談体制の充実（県内 5 か所）
　　①求人施設訪問によるマッチング強化
　　②職業紹介責任者講習による相談員質の向上
　　③地域に必要な看護職確保推進による就業相談員の派遣協力
　　　（市町村主催の看護職合同進学就職説明会への参加協力）
　　④ NuPS の利用周知
　⑵　人生 100 年時代のキャリアプラン支援
　　① 45 歳以上の看護職を対象としたセカンドキャリア研修
　⑶　潜在看護師の就業支援
　　①未就業看護職への復職支援・相談
　⑷　将来の看護職確保に向けた取り組み
　　①外部関係団体との協働による看護職魅力発信イベントの出展（産業祭等）
　　②高校生の一日看護体験
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　2040 年の社会情勢は、生産年齢人口の減少、高齢人口割合の上昇、一人暮らし等の孤立化などが進むと
予想される。また、リスクの高い妊産婦の増加や育児の孤立化による産後うつ・子どもへの虐待等の問題が
山積しており、成育医療等の提供にあたっては、母子の心身に関する問題を包括的に捉えた適切な関わりが
求められている。
　このような社会状況下で、思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに
合わせ、看護職が地域の人々の健康と生活をどのように支えるかという視点で、看護提供体制のあり方をよ
り一層強化していく取り組みが必要となる。地域包括ケアシステムは、すべての人々の生活を地域で支える
ものであるとの考えであり、地域包括ケアシステムの推進により人々が疾病や障害を持って暮らすことに
なってもできるだけ生活の質を維持し、尊厳を持ってその人らしく生活できるよう、引き続き取り組んでい
く。
　さらに、在院日数が一層短縮され、療養の場が暮らしの場にシフトすることが見込まれる中で、医療機関
で活躍する看護職には、暮らしの場での療養が継続可能となるよう体制整備する役割が求められ、また、専
門性の高い看護職にあっては、所属する医療機関のみならず、地域の人的資源として活躍することが求めら
れる。
　このような現状をふまえ、本会では、地域における保健師、助産師、訪問看護師等在宅医療を担う人材の
確保・育成・活躍促進に積極的に取り組むとともに、他職種とも連携しながらその力を十分に発揮していく
体制の構築を図っていく。
　また、在宅医療の中心となる訪問看護のさまざまな課題を一元的・総合的に解決し、訪問看護提供体制の
強化を図る拠点となる「訪問看護総合支援センター」設置に向けて茨城県及び、訪問看護事業協議会と連携
を重ねていく。
●実施内容
１) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　⑴　ウィメンズヘルスカフェの推進
　　・市町村での開催支援
　　 （思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに合わせての看護職から

の助言、語り場の提供）
２) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍促進
　⑴　訪問看護支援事業の継続と活用
　　・訪問看護総合支援センター設置に向けての検討
　　・訪問看護ステーション管理者間の交流の場の提供
　⑵　専門家活用の推進（政策要望・広報活動）
　⑶　地域における健康と療養を支える看看連携の推進
３) 産業領域におけるエビデンスに基づく保健師等の活躍促進に向けての取り組み
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　業務の効率化や会員入会促進に向けた取り組みは、本会全体を支える組織強化の基盤となるものである。

重点政策を着実かつ円滑な実施をし、看護職への更なる周知を図るとともに、看護学生から組織への認知度

を高め、入会促進につなげていく必要がある。広報活動の強化を図り、公式ウェブサイトやＳＮＳ等で看護

の新情報等をタイムリーに発信していく。

　さらに、本会の事業運営に賛同する企業・団体・個人等の賛助会員の支援を得て、本会事業の更なる発展

を図っていく。

　また、看護政策を推進していくうえで、地区活動の充実及び職能間の連携強化が重要であることから、委

員会（職能、地区、常任）の横のつながりを強化し、活性化に向けた取り組みをさらに図るとともに、行政

や医療関連団体等との連携強化にも取り組んでいく。

　災害・パンデミック等に対する支援体制の強化として、協会事業継続計画（BCP）の適切な運用・活用を

図り、次に、災害・パンデミック等発生時に、日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての

協定」の締結に沿った実動性のある活動に向けた連携強化を図る。

●実施内容
１) 看護政策を推進するための組織基盤の強化

　⑴　地区活動の充実及び連携強化、職能間の連携強化

　⑵　医療関連団体等との看護政策に係る連携強化

　⑶　地区会員のネットワークづくりを推進・強化

２) 会員の確保・定着（入会率 50％以上の獲得）

　⑴　会員不在施設及び、会員数減少施設への訪問（本会への要望・自施設課題の共有）

　⑵　会員福利厚生サービスの充実

　(3) 広報活動の強化

　　① 公式ウェブサイト及びＳＮＳ等の充実（会員へのウェブサイト活用方法の周知、活用推進・ウェブサ

イトの掲載内容をより充実、地区活動、看護の新情報等のタイムリーに発信）

　　② 賛助会員との交流（各種イベント等への出展、参画、協賛）

３) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化

　⑴　協会事業継続計画（BCP）の適切な運用と活用

　⑵ 　日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての協定」の締結に沿った実動性のある活動

に向けた連携強化
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重点事業：
１　看護職のウェルビーイングの推進
　１) 持続可能な看護提供体制の強化
　２) タスク・シフト/シェアの推進
　３) 多様で柔軟な働き方ができる復職支援
　４) カスタマーハラスメントへの対応

２　地域における持続可能な看護提供体制の強化
　１) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　２) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍促進
　
３　専門職としてのキャリア継続の支援と生涯学習の推進
　１) 質の高い看護実践のための教育制度の充実
　２) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア開発を促進する教育の充実

４　組織基盤の強化
　１) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　２) 会員の確保・定着（入会率 50％以上の獲得）
　３) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　日本看護協会は看護の将来ビジョン 2024 において、「看護職一人ひとりのウェルビーイング」を強く打ち
出した。ウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に良い状態を保つことである。24 時間人々のい
のちを守り支える看護職は、職責の重さに加え人手不足や人間関係の複雑化のなかで就労している。さらに
患者や家族からのカスタマーハラスメントも深刻化しており心身ともに疲弊する看護職が増加している。
　このような背景もあり、看護職自身のウェルビーイングを大切にし、心身ともに充実して働ける環境を整
備することが重要である。そのためには看護職自らが主体的に選択できる多様で柔軟な働き方を支援してい
くとともに、さらには、生涯を通じた自律的な自己研鑽とキャリア形成に資する環境の整備に取り組んでい
く。

●実施内容
１) 持続可能な看護提供体制の強化
　⑴ 　職場環境支援事業（定着促進）
　　・管理者等研修の充実（管理者が現場で解決したい課題を計画）
　　・施設訪問による働き方改革支援（課題の解決支援・訪問後のフォロー体制の強化）
　　・出前講座の推進
　⑵　看護職のキャリア支援
　  ・看護職が自身のキャリア情報を一元的に閲覧・管理できるポータルサイト
　　　『NuPS（Nurse Portal Site: ナップス）』の周知及び活用促進

２) タスク・シフト/シェアの推進
　(1) 看護補助者の確保・活用
　　・e ナースセンター登録の PR（求人登録時・ハローワークとの連携）
　　・看護補助者の質の向上研修
　　・看護補助者のお仕事セミナー（一般の方対象、ハローワークとの連携）
３) 多様で柔軟な働き方ができる復職支援
　⑴ 　ナースセンター相談員による一人ひとりのニーズに合った就労支援の推進
　⑵　施設訪問によるナースセンターの PR・情報交換によるマッチング強化
４) カスタマーハラスメントへの対応
　⑴ 　県民に対して「医療従事者へのカスタマーハラスメント撲滅 PR」の実施
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　2040 年の社会情勢は、生産年齢人口の減少、高齢人口割合の上昇、一人暮らし等の孤立化などが進むと
予想される。また、リスクの高い妊産婦の増加や育児の孤立化による産後うつ・子どもへの虐待等の問題が
山積しており、成育医療等の提供にあたっては、母子の心身に関する問題を包括的に捉えた適切な関わりが
求められている。
　このような社会状況下で、思春期・妊娠期・子育て期・更年期・老年期等、さまざまなライフステージに
合わせ、看護職が地域の人々の健康と生活をどのように支えるかという視点で、看護提供体制のあり方をよ
り一層強化していく取り組みが必要となる。地域包括ケアシステムは、すべての人々の生活を地域で支える
ものであるとの考えであり、地域包括ケアシステムの推進により人々が疾病や障害を持って暮らすことに
なってもできるだけ生活の質を維持し、尊厳を持ってその人らしく生活できるよう、引き続き取り組んでい
く。超高齢社会のピークを迎える 2040 年に向けて、県民誰もが健康を保持し、医療や介護が必要になっても、
円滑に日常生活に戻ることができる切れ目ない保健・医療・介護提供体制の構築が急がれる。
　さらに、在院日数が一層短縮され、療養の場が暮らしの場にシフトすることが見込まれる中で、医療機関
で活躍する看護職には、暮らしの場での療養が継続可能となるよう体制整備する役割が求められ、また、専
門性の高い看護職にあっては、所属する医療機関のみならず、地域の人的資源として活躍することが求めら
れる。
　このような現状をふまえ、本会では、全職能の力を集結し、県民の健康を支えていくとともに、関係職種
とも連携しながら在宅療養を支える体制強化を図っていく。
　また、在宅医療の中心となる訪問看護のさまざまな課題を一元的・総合的に解決し、訪問看護提供体制の
強化を図る拠点となる「訪問看護総合支援センター」設置に向けて茨城県及び、訪問看護事業協議会と連携
を重ねていく。
●実施内容
１) 地域住民の健康を支えることへの支援（まちの保健室の新たな展開）
　⑴　さまざまなライフステージに合わせての看護職からの助言・交流の場の提供
　　①全職能（保健師・助産師・看護師）の介入・多職種（薬剤師・医師）との連携
　　　・ 子育て支援（乳児含む）　・更年期支援　・フレイル予防　・生活習慣病予防　・プレコンセプショ

ンケア　等
２) 在宅医療を担う人材の確保・育成・活躍促進
　⑴　訪問看護支援事業の継続と活用
　　・訪問看護総合支援センター設置に向けての検討
　　・訪問看護ステーション管理者間の交流の場の提供
　⑵　県内の看護の質向上のための専門領域を持つ看護職の活用の推進（政策要望・広報活動）
　⑶　在宅療養に向けた支援における関係職種（ケアマネ・ソーシャルワーカー・リハビリ職等）の連携強化
　　・看看連携の強化
　　・診療所・在宅・介護施設で働く看護職への支援
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　本格的な「生産年齢人口の減少、高齢人口割合の上昇」を迎え、これに加えて大規模災害や新たな感染症
対策など、看護を取り巻く環境は大きく変化している。生産年齢人口の急減を見据え医療の高度化への対応
のみならず在宅等での複合的なニーズの増大に応えていくために、看護職一人ひとりの能力をこれまで以上
に高め、さらには専門職業人として、必要な実践能力の維持・向上や、様々な場で勤務する看護職のキャリ
アアップのための継続教育を更に強化する必要がある。このような現状をふまえ、本会としては、地域特性
に根ざした人材の育成と研修機会の充実を図るとともに、主体性を尊重して生涯学習を支援することを重点
政策・重点事業の柱とする。
　その中で、看護管理者は更に今後、地域の様々な機関と緊密に連携していくことが求められてくることか
ら、その資質を高めるために日本看護協会では、認定看護管理者教育課程を見直し、「看護管理研修（付加
研修を含む）」および「新たな認定看護管理者教育課程」を構築してきた。本会でも認定看護管理者教育機
関として新たな認定看護管理者教育課程へ円滑な移行を図り、認定看護管理者の育成を更に推進する。また、
組織運営力を強化するジェネラリスト研修の充実は必須である。これらを通じて、看護職が持続可能なキャ
リアを磨き、地域医療の質向上に貢献できるよう取り組んでいく。
●実施内容
１) 質の高い看護実践のための教育制度の充実
　⑴　ファースト・セカンド・サードレベル教育課程の充実
　⑵　看護管理実践後のフォローアップ研修の充実
　⑶　「看護管理研修（付加研修含む）」・「新たな認定看護管理者教育課程」の各カリキュラムの策定
2) 質の高いジェネラリストナースの育成とキャリア開発を促進する教育の充実
　⑴　ジェネラリスト研修の充実
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事業概要
●重点事業とした理由・背景
　2040 年を見据えた医療・看護体制の再構築が全国的に加速する中、茨城県においても地域人口構造の変
化や急性期から在宅への医療提供体制の移行が一層進むことが想定される。こうした環境変化のもとで、看
護職が多様な場面で専門性を発揮し続けるためには、協会自体が持続可能な組織運営基盤を確立し、会員が
安心して参画できる環境を整備することが不可欠である。協会内部における業務の効率化や会員入会促進の
取組は、組織全体を下支えする基盤強化そのものである。医療・介護現場における働き方改革の推進やＤＸ
の浸透を踏まえると、協会が「身近で役に立つ存在」として認識されるための発信力の強化、若年層である
看護学生への組織ＰＲ、新卒者への入会促進、さらには職能委員会と地区活動の連動性の向上が、これまで
以上に求められている。さらに、全国では、看護師等養成機関の入学者数が減少傾向にある。少子化の影響
などで定員割れが続き、閉校を決めた学校も相次いでいる。看護師等養成機関の定員割れは、将来の看護人
材の供給に直結する重要な問題であり、地域ごとの需給バランスを見極めた対策が必要である。
　協会では、県内の看護師等養成機関のＰＲのサポートを含め、本会と看護師等養成機関との協力体制を構
築し、看護職の魅力度アップを図るとともに、本会の新規入会者が大幅に減少している現状をふまえ、新規
入会者の獲得を図る。また、災害・感染症対応においては、ＢＣＰの運用を“形式的な整備”から“実効性
の伴う体制”へと深化させ、平時から関係機関との連携を着実に積み上げることが重要である。
　以上の背景を踏まえ、令和 8 年度は令和 7 年度の方向性を継承しつつ、「協会の存在価値がより明確に伝
わる組織基盤の強化」を重点事業として位置づけ、さらなる発展を図る。
●実施内容
１) 看護政策を推進するための組織基盤の強化
　⑴　地区活動の充実及び連携強化、職能間の連携強化
　⑵　医療関連団体等との看護政策に係る連携強化
　⑶　ナースシップシステムの情報発信の強化
２) 会員の確保・定着（入会率 50％以上の獲得）
　⑴　会員不在施設及び、会員数減少施設への訪問（本会への要望・自施設課題の共有）
　⑵　会員福利厚生サービスの充実
　⑶　広報活動の強化
　　①公式ウェブサイト及びＳＮＳ等の充実
　　（ 会員へのウェブサイト活用方法の周知、活用推進・ウェブサイトの掲載内容をより充実、地区活動、

看護の新情報等のタイムリーに発信）
　　②賛助会員との交流（各種イベント等への出展、参画、協賛）
　(4)「Road to 看護」サポート強化
　　①県内看護師等養成機関のオープンキャンパスのサポート（広報協力）
　　②看護学生を対象とした研修会等のイベントの開催
3) 災害・パンデミック等に対する支援体制の強化
　⑴　協会事業継続計画（BCP）の適切な運用と活用
　⑵ 　日本看護協会及び茨城県「災害時の医療救護活動についての協定」の締結に沿った実動性のある活動

に向けた連携強化
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令和 8 年度の経常収益予算額は 633,520,847 円で、前年度予算額に比べ、14,729,475 円の減となる見込
みです。 

受取会費・受取入会金については、令和 7 年度と同様に、入会金として、新規入会者数 1,150 人を見込み、
13,800,000 円を計上、会費につきましても、会員数 16,320 人を見込み、81,600,000 円を計上しています。

事業収益は、県委託事業として、ナースセンター事業、いばらきがん患者トータルサポートセンター事業
など 9 事業で 115,396,000 円を見込んでいます。 

医療保険報酬・介護保険報酬等は、前年度事業所の実績等を勘案し、343,229,000 円、

受講料は、教育計画に基づく研修受講料として、45,797,000 円を見込んでいます。

受取助成金は、日本看護協会の認定看護管理者教育課程事業等 10,750,000 円、

受取補助金は、看護職員就業相談員派遣面接事業等 4,269,380 円、

雑収益等は、保健衛生会館事務室賃貸料等 13,928,895 円を見込んでいます。
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経常収益の会計区分別内訳は、

公益目的事業が 610,284,163 円（割合 96.3％）、

収益事業等会計が 8,435,757 円（同 1.3％）、

法人会計が 14,800,927 円（同 2.4％）となっています。 

本会定款細則による受取会費・受取入会金の合計額の 30％以上を公益目的事業に使用するとする会費の
使途の制限がありますが、86％を公益目的事業会計に組み入れています。 
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令和 8 年度の経常費用の予算額は、604,880,018 円で前年度予算額に比べ、26,018,688 円の減となってい
ます。

経常費用の会計区分別の内訳は、

公益目的事業会計が 582,111,857 円（割合 96.2％）、

収益事業等会計が 5,767,084 円（同 1.0％）、　

法人会計が 17,001,077 円（同 2.8％）となっています。 
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公益目的事業会計定款事業別の費用内訳は、次のとおりです。

１　教育・研修等による看護の質の向上に関する事業に 105,139,298 円
   　 ( 前年度 110,165,929 円 )

２　 看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の健康及び福祉の増進に関する事業に
90,562,110 円

   　 ( 前年度 89,795,319 円 )

３　看護業務の調査研究及び情報収集並びに制度の改善への提言に関する事業に 7,837,722 円
   　 ( 前年度 7,877,267 円 )

４　健康相談、情報提供等による地域住民の健康と福祉に関する事業に 64,407,446 円
   　 ( 前年度 101,429,809 円 ) 

５　地域ケアサービスを実施する訪問看護ステーション等の設置及び運営に 314,165,281 円
   　 ( 前年度 298,120,679 円 )
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公益法人としての認定を維持するためには
「収支相償」　
「公益目的事業比率」　
「遊休財産の保有制限」
のいわゆる「財務３基準」を満たすことが求められます。

令和 8 年度予算では公益目的事業に係る収入が公益目的事業に係る費用を上回り、収支相償の条件に適合
しませんが、令和 7 年 4 月公益法人法の改正により、中期的な期間（５年間）での収支均衡が認められるよ
うになりました。令和 8 年度決算時に公益目的事業が黒字になった場合は、本会の理念である「県民の県民
誰もが健康で安心して暮らすことができる社会の実現」に寄与するために、新たな事業展開にかかる費用や
現在の事業拡充する費用に充てるための準備資金として積み立てておくこととします。

公益目的事業比率は 96.2% で事業費全体の 50% を超えていることから、適合いたします。

遊休財産額につきましても約 250,000,000 円で、1 年分の公益目的事業に係る費用 582,111,857 円を超え
ていないことから、遊休財産の保有制限に適合いたします。
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看護師職能委員会Ⅰ・Ⅱ合同企画研修会『看看連携』受講後の地域連携の実状調査
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資料 17

－ 136 －



－ 137 －



－ 138 －



－ 139 －



－ 140 －



－ 141 －



－ 142 －
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令和7年度日本看護協会会議等への出席  
資料 26

会　　議　　名 開　催　日 出席者名 役　　職

日本看護協会理事会 年 6回 中島　貞子 会長

法人会員会 年 5回 中島　貞子 会長

第 8次医療計画中間見直しに向けた研修会 5/27 中島　貞子 会長

都道府県看護協会と協働して実施する研修説明会 5/29 長山　一恵 専務理事

日本看護協会通常総会 6/11

礒崎　登志江 事業部部長

漆谷　美穂 事業部係長

中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

橋本　泉 常任理事

礒崎　登志江 事業部部長

竹川　美枝 総務部長

成田　靖子 主任

全国職能別交流集会 6/12 中島　貞子 会長

都道府県看護協会会員情報管理情報交換会 7/30
中島　貞子 会長

成田　靖子 主任

全国職能委員長会 8/1・3/6

光畑　桂子 保健師職能委員長

齋藤　悦代 助産師職能委員長

檜山　千景 看護師Ⅰ職能委員長

玉主　祥子 看護師Ⅱ職能委員長

都道府県看護協会教育担当者会議 9/10
矢澤　香代子 常任理事

礒崎　登志江 業務部部長

都道府県看護協会図書室担当者研修会 10/7
河原井　史江 事業部担当

石川　愛美 主任

医療事故調査制度に関する情報交換会 11/11 橋本　泉 常任理事

都道府県看護協会政策責任者会議 9/18
中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

公益法人運営に関する勉強会 7/16・2/2

中島　貞子 会長

高橋　上 事務局長

菊池　健太郎 事務局次長

竹川　美枝 総務部長

榊　典子 経理担当リーダー

鹿島　麻実 主任

文献複写サービスに関する勉強会 9/29
長山　一恵 専務理事

菊池　健太郎 事務局次長

日本看護協会地区別法人会 10/9
中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

地区別職能委員長会 10/10

光畑　桂子 保健師職能委員長

齋藤　悦代 助産師職能委員長

檜山　千景 看護師Ⅰ職能委員長

玉主　祥子 看護師Ⅱ職能委員長

都道府看護協会広報担当役員会議 11/19

竹川　美枝 総務部長

福地　祐 総務係長

成田　靖子 主任

都道府県看護協会・訪問看護連絡協議会合同会議 11/13

中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

菊池　健太郎 事務局次長

看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト /シェア全国セミナー 1/27

中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

橋本　泉 常任理事

都道府県看護協会教育担当者対象研修 2/4 佐々木　宮子 主任

令和 8年度診療報酬改定説明会 3/26
中島　貞子 会長

長山　一恵 専務理事

－ 157 －



令和7年度各種審議会並びに主な委員会等への参画
資料 27

出席役員名 審議会等 委員委嘱団体名

中島貞子会長 水戸市社会福祉審議会高齢福祉専門分科会委員 水戸市

保健師人材育成推進検討会に係る委員 茨城県保健医療部

茨城県保険者協議会委員 茨城県保険者協議会

地域医療連携推進懇談会運営委員会委員 茨城県立中央病院

茨城県認知症施策推進会議委員 茨城県保健医療部

茨城県社会福祉審議会委員 茨城県保健福祉部

茨城県福祉人材センター運営委員会委員 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

茨城県難病医療連絡協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県在宅医療推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県防災会議委員 茨城県防災・危機管理部

茨城県難病相談支援センター運営委員会委員 茨城県難病相談支援センター

茨城県地域医療対策協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県地域医療対策協議会周産期医療部会 茨城県保健福祉部

茨城県地域医療対策協議会小児医療部会 茨城県保健福祉部

茨城県社会福祉協議会評議員 茨城県社会福祉協議会

地方独立行政法人茨城県西部医療機構評価委員会 筑西市保健福祉部

茨城県医療審議会委員 茨城県保健医療部

茨城県総合リハビリテーションケア学会理事 茨城県総合リハビリテーションケア学会

新県立病院整備検討委員会 茨城県病院事業管理者

水戸地域医療構想調整会議委員 茨城県中央保健所

水戸保健医療福祉協議会委員 茨城県中央保健所

茨城県医療費適正化計画策定委員 茨城県保健福祉部

茨城県要保護児童対策地域協議会 茨城県保健福祉部

茨城県 5歳児健康診査推進協議会委員 茨城県保健福祉部

健康いばらき推進協議会委員 茨城県保健医療部

いばらき高齢者プラン 21 推進委員 茨城県福祉部

筑波大学附属病院病院経営協議会 筑波大学附属病院

筑波大学附属病院看護師特定行為研修管理委員会 筑波大学附属病院

茨城県糖尿防対策検討部会委員 茨城県保健医療部

茨城県地方薬事審議会委員 茨城県保健福祉部

茨城県へき地医療支援計画策定会議構成員 茨城県へき地医療支援機構

総務会計委員 公益財団法人日立メディカルセンター

茨城県立医療大学認定看護師教育課程教員会 茨城県立医療大学

茨城県立医療大学看護師特定行為研修管理委員会 茨城県立医療大学

茨城県専任教員養成講習会運営委員 茨城県立医療大学

長山一恵専務理事 茨城県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県院内事故調査委員会委員 茨城県医師会

茨城県国民保護協議会委員 茨城県防災・危機管理部

茨城県合同輸血療法委員会世話人 茨城県合同輸血療法委員会

茨城県循環器病対策推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県脳卒中対策検討部会委員 茨城県保健医療部

茨城県心疾患対策検討部会委員 茨城県保健医療部

茨城県総合がん対策推進会議委員 茨城県保健医療部

茨城県総合リハビリテーションケア学会学術集会実行委員 茨城県総合リハビリテーションケア学会

茨城県高齢者権利擁護対策推進委員会委員 茨城県保健医療部

茨城県献血推進協議会委員 茨城県保健医療部

茨城県医療事故調査等支援団体連絡協議会委員 茨城県医師会

橋本泉常任理事 茨城県医療安全対策委員会委員 茨城県保健医療部

茨城県医師会救急・災害医療委員会委員 茨城県医師会

水戸市感染症対策連携会議委員 水戸市

茨城県障害者施策推進協議会委員 茨城県福祉部

茨城県障害者差別解消支援協議会委員 茨城県福祉部

茨城県水防協議会委員 茨城県水防協議会

茨城キリスト教大学看護学部臨地教員 茨城キリスト教大学

茨城県入退院支援連携ガイドラインワーキンググループ会議委員 茨城県医師会

院内事故調査に関わる専門家リスト 日本看護協会

日常生活自立支援事業に係る「契約締結審査会」委員 社会福祉法人　茨城県社会福祉協議会

茨城県心神喪失者等医療観察制度運営連絡協議会委員 水戸保護観察所

水戸市防災会議委員 水戸市

－ 158 －



 

 

保健師職能委員会活動計画

資料 28

開　催　日 場　所 内　容

職
能
集
会

令和8年 7月 4日 茨城県看護研修セ

ンター

＊オンライン併用

令和 7年度　職能委員会活動報告

令和 8年度　職能委員会活動計画

講演テーマ

「診療報酬と看護の未来

～制度改革が現場にもたらす変化～」

講師：公益社団法人日本看護協会

　常任理事　　木澤　晃代　

委
員
会

6回予定 茨城県看護研修セ

ンター

・委員会活動の検討

・研修会企画・準備・評価

・日本看護協会会議及び理事会報告

・委員会活動の評価・次年度計画立案

・仕組みづくり冊子読み合わせ

研
修
会

令和8年 11 月 27 日 茨城県看護研修セ

ンター

ファシリテーションの基礎と事例検討会の手法

を学ぶ

講師：保健師職能委員

そ
の
他
事
業

令和8年 7月～

令和 8年 8月

令和 9年 2 月

未定

地域

茨城県看護研修セ

ンター

会場未定

まちの保健室に参加し、多職能連携及び住民に

保健師活動を知ってもらう

茨城県内保健師関係団体の長による会議の開催

を通して、保健師の連携強化を図る

委員会ニュースレター作成（看護いばらき掲載）

採用イベントに参加し、保健師の魅力発信およ

び協会加入を促す
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助産師職能委員会活動計画

資料 29
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看護師職能委員会Ⅰ活動計画

資料 30

－ 163 －



 

 

 

看護師職能委員会Ⅱ活動計画

資料 31
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常任委員会活動計画

資料 32
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地区活動計画

資料 33
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令和8年度教育研修計画一覧

資料 34
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➀
②
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区　　分 委　員　会　名　 任務の対象となる事項

常任委員会 看護労働改善事業委員会
会員の福利厚生に関する事項，看護職の労働条件の改善

及び職場環境改善に関する事項

教育委員会 看護職の教育計画及びその実施に関する事項

業務委員会 看護職の業務に関する事項

広報委員会 看護協会の広報に関する事項，機関紙の発行に関する事項

学会委員会 茨城県看護研究学会等学会の企画及び実施に関する事項

認定看護管理者教育運営

委員会

認定看護管理者教育の企画，実施及び審査に関する事項

医療・看護安全対策推進

委員会

医療及び看護の安全対策の推進に関する事項

災害看護委員会 災害看護に関する事項

特別委員会 倫理審査委員会 看護職が行う看護研究に関しての倫理審査に関する事項
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５　令和 8年度日本看護協会通常総会代議員及び予備代議員名簿
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６　令和 7年度公益社団法人茨城県看護協会役員名簿

－ 187 －



７　会員数と入会率
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8　令和 7（2025）年度賛助会員名簿

 9　会員福利厚生
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10　令和７年度　「愛の募金」　受入れ一覧
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11　令和 7年度「愛の募金」使用使途一覧

12　令和 7年度「一般寄附金」受入れ一覧
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13　調査その他日本看護協会事業への協力
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14　令和 7年度後援名義使用承認事項

№ 主　催 後援対象 開催期日

1 特定非営利活動法人つくばピンクリボンの会
つくばピンクリボンフェステイバル
2025（20 周年記念大会）

5月 18 日

2
社会福祉法人恩賜財団済生会茨城県済生会　
水戸済生会総合病院

腎臓病啓発イベント　市民公開講座
2025「健診を受けて防ごう慢性腎臓病
（CKD）」

6月 8日

3 北関東摂食嚥下リハビリテーション研究会
第 23 回北関東摂食嚥下リハビリテー
ション研究会

7月 20 日

4
公益財団法人日本対がん協会
リレー・フォーライフ・ジャパンいばらき実行委員会

リレー・フォーライフ・ジャパン 2025
いばらき

8月 10 日

5 日本母乳哺育学会一般社団法人 第 39 回日本母乳哺育学会学術集会
9月 27 日～
9月 28 日

6 医療安全心理・行動学会 第 3回医療安全心理・行動学会学術総会
9月 27 日～
9月 28 日

7 一般社団法人日本エンドオブライフケア学会
日本エンドオブライフケア学会
第 9回学術集会

10 月 2 日～
10 月 4 日

8 特定非営利活動法人 I・M・C I・M・C ピンクリボンウォーク in 千波湖 10 月 5 日

9 茨城県難病団体連絡協議会 「難病フェスタ 2025」 10 月 5 日

10 茨城県消化器内視鏡技師会 第 21 回茨城県消化器内視鏡技師研究会 10 月 26 日

11 一般社団法人日本 ALS 協会茨城県支部 令和 7年度講演会・第 2回交流会 10 月 26 日

12 一般社団法人土浦市医師会 「市民健康フォーラム 2025in 土浦」 11 月 9 日

13 日本視機能看護学会 第 42 回日本視機能看護学会学術総会
11 月 22 日～
11 月 23 日

14 公益社団法人茨城県作業療法士会 第 17 回茨城県作業療法学会 11 月 23 日

15 茨城キリスト教大学
茨城キリスト教大学看護学部看護学科
IC 看護講演会

11 月 29 日

16
公益社団法人認知症の人と家族の会
茨城県支部

「第 23 回認知症フォーラム in いばらき」 12 月 6 日

17 茨城県母性衛生学会 第 44 回茨城県母性衛生学会 12 月 13 日

18 茨城県

「介護の日」作文コンクール 11 月 11 日

令和 7年度茨城県がん検診推進強化月間
10 月 1 日～
10 月 31 日

令和 7年度医療安全研修会 1月 12 日

19 一般社団法人茨城県臨床工技士会

1日でマスターするエコーガイド下穿
刺セミナー

8月 3日

小動物セミナー 10 月 28 日

第 13 回茨城呼吸法セミナー 2月 15 日

20 ギリアドサイエンスシズ株式会社 再活性化対策セミナー 12 月 11 日

21 大塚製薬株式会社
「茨城県発達障害児と災害を考えるセ
ミナー」

12 月 19 日

22 茨城県がん生殖医療ネットワーク
第 1回講演会　小児 AYA がん患者の支
援を考える～他施設連携のはじまり～

1月 10 日

23 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会 第 75 回茨城県社会福祉大会 1月 20 日

24 茨城県総合リハビリテーションケア学会
第 28 回茨城県総合リハビリテーショ
ンケア学会学術集会

1月 31 日

26 茨城県歯科医師会
「第 31 回茨城県民歯科保健大会」 11 月 9 日

第 34 回茨城県歯科医学会 3月 15 日

27 茨城県合同輸血療法委員会
令和 7年度茨城県合同輸血療法委員会
総会

2月 7日

28 株式会社茨城新聞社
―保健師・助産師・看護師・准看護師
―茨城県看護職就職ガイダンス

3月 1日

29 公益社団法人茨城県作業療法士会 市民公開講座 3月 21 日
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日本看護協会歌

光 求めて
山本　敏子　作詞

小椋　佳　　補作詞・作曲

１．大空のもと　光求めて
　　　看護の心　胸深く
　　両手にかざす　愛のほむらは
　　　静かに燃える　優しく燃える
　　今　この時　そして明日に

２．さざなみに揺れ　光求めて
　　　看護の願い　胸熱く
　　つなぐその手に　通う血潮は
　　　さやかにとける　優しくとける
　　ただ　ひとすじ　またひたむきに

３．そよ風に乗り　光求めて
　　　看護の祈り　胸清く
　　枕べにたつ　花の香りは
　　　ほのかに匂う　優しく匂う
　　今　この時　そして明日に
　　今　この時　そして明日に
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茨城県看護協会　関連２次元コード一覧

茨城県看護協会HP 茨城県ナースセンターHP

茨城県看護協会X 茨城県ナースセンターX

茨城県研修ｼｽﾃﾑ manaable e- ナースセンター

ID：@ibakango とどけるん

茨城県看護協会 Instagram 茨城県ナースセンター Instagram

https://www.ina.or.jp https://www.ibaraki-nc.net/

https://www.twitter.com/
ibanurse_assoc

https://www.instagram.com/
ibaraki_nursing_association/

https://www.instagram.
com/ibaraki_nurse_center/

https://www.twitter.com/
ibaraki_NC

https://www.nurse-center.
net/nccs/

https://todokerun.nurse-
center.net/todokerun/

https://ina.manaable.com

茨城県

どうぞご利用ください

〒310-0034
茨城県水戸市緑町３丁目５番35号

電話　029（221）6900　　FAX　029（226）0493
URL　https://www.ina.or.jp

令
和
８
年（
２
０
２
６
）年
度　
通
常
総
会
要
綱

公
益
社
団
法
人　
茨
城
県
看
護
協
会


